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独立行政法人
製 品 評 価 技 術 基 盤 機 構
製 品 安 全 セ ン タ ー

平成２０年度の活動報告と
平成２１年度の活動について

平成２１年１１月

＊事故情報収集件数等については、暫定であり、今後、数値が変わる可能性があります。

Product  Safety

Technology  Center

平成2１年度製品安全センター製品安全業務報告会
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はじめに（ＮＩＴＥ：ナイトの概要）
（１）ＮＩＴＥとは
（２）ＮＩＴＥの組織

１．平成２０年度の活動
（１）事故情報収集活動
（２）事故情報収集件数の推移

２．平成２１年度の活動
注意喚起活動

３．おわり
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微 生 物 の
保存提供、
ゲノム解析

化学物質の
安全情報の
提供

製品事故の調
査・分析、安全
情報の提供 試験・検査機関

の信頼性評価

信頼できる技術と情報の提供

ＮＩＴＥは「くらしの安全・安心」を支援しています

様々な分野の専門知識を有する技術者が結集
約１３０人の技術者が全国１０か所で各地で発生する製
品事故について消費生活センターや消防等と協力して
原因究明

ＮＩＴＥは、
製品事故の公的な
原因究明機関です。

製品事故の原因を調
査・分析し、経済産業省
と連携して製品の改善
等のものづくりや製品の
回収などの事故防止対
策に貢献することを使
命としています。

ＮＩＴＥ（ナイト）とは
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理事長
情報統括官 北海道支所

(３人)(４人)
理事(２人)

東北支所
企画管理部

(８人)監事(２人)
(４２人)

監査室(３人) 北関東支所
(６人)バイオテクノロジー本部

(８３人)
中部支所
(１９人)

化学物質管理センター
(５７人) 北陸支所

(８人)
認定センター

中国支所
(５５人)

(４人)

製品安全センター 四国支所
(３人)(９１人)

九州支所
（１５人）

（本部職員数 ３３５人) (支所職員数 ６６人)

発火燃焼実験と
消防機関との連携

自転車フレーム耐振性試験

九州支所

シュレッダー吸い込み実験

北海道支所

本所

四国支所

中国支所

東北支所北陸支所

中部支所

食器洗い乾燥器現場調査

北関東支所

製品安全センター大阪製品安全センター大阪

アレルギー原因
物質の特定

焼損したテレビ
の分解調査

役員５名、常勤職員４０１名 ［平成２１年４月１日現在］

注）これに加えて、消防ＯＢ、学識経験
者等を製品事故調査員（２９人）に委嘱

製
品
安
全
業
務
を
実
施

組 織
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平成２０年度の活動報告

•事故情報収集・調査結果

•リコール情報

•プレス発表
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事故情報収集制度

消費生活用製品安全法における重大事故とは、死亡事故のほか、治療に要する期間が30日以上の負傷・疾病、後遺障害事故、一酸化炭素中毒及び火災
事故で、非重大事故はそれ以外の事故です。

事故情報ＤＢ：http://www.jiko.nite.go.jp/php/jiko/search/index.php
最新受付情報：http://www.nite.go.jp/jiko/sokuho/index20.html
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集計：平成２１年３月３１日現在

情報源別収集件数

消費生活センター

新聞

件

平成２０年度事故情報収集結果１

０

1,843 1,437

1,237

1,569

1,234

3,056

2,139

303

379

 832

789
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8,000

平成18年度 平成19年度 平成20年度

製造事業者

国の機関

5440件(1412)

7298件(1190)

4084件

消費生活センター

自治体（消防機関
含む）

新聞

消費者

重複情報を含みます。 （ ）はＭＥＴＩ重大事故情報として受理した件数。
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平成２０年度事故情報収集結果２

-▲ 20.7%100.0%(1378)4,763100.0%(1110)6,007100.0%3,043合 計

0.0-0.0%(   0)00.0%(   0)20.0%011.その他

0.5138.5%0.7%(   5)310.2%(   1)130.7%2010.繊維製品

▲ 1.3▲ 73.1%0.7%(   5)322.0%(   9)1190.8%2507.保健衛生用品

0.5▲ 2.7%2.3%(  17)1081.8%(  13)1111.0%2908.レジャー用品

0.62.3%2.8%(  12)1342.2%(   4)1310.7%2109.乳幼児用品

1.021.7%2.9%(  14)1401.9%(   8)1152.3%7002.台所・食卓用品

0.99.1%3.5%(  53)1682.6%(  60)1546.2%18905.乗物・乗物用品

2.217.1%6.9%(  81)3294.7%(  64)2815.1%15504.家具・住宅用品

▲ 12.0▲ 66.0%8.9%(  40)42620.9%(  65)1,2537.2%21806.身のまわり品

▲ 2.3▲ 28.8%21.1%( 418)1,00323.4%( 336)1,40837.0%1,12603.燃焼器具

9.9▲ 1.2%50.2%( 733)2,39240.3%( 550)2,42039.1%1,19001.家庭用電気製品

構成比増減
（ポイント差）

件数
前年比

構成
比

件数構成比件数構成比件数
件数

製品区
分

平成20年度平成19年度平成18年度

※平成２０年度の括弧内件数は、経済産業省から重大製品事故として通知のあったものについて、NITEが収集対象とする事故情報を

平成２１年３月３１日までに受け付けを行ったものであり、内数です。

製品区分別収集件数

平成２１年１１月１日現在
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平成２０年度事故情報収集結果３

※ : 重複情報等除く。平成１９年度、平成２０年度の括弧内件数は、経済産業省から重大製品事故情報として通知のあったものについて、ＮＩＴＥ
が収集対象とする事故情報を平成２１年３月３１日までに受付を行ったものであり、内数です。

28.1%( 321)1,340合計43.1%( 311)2,584合計44.6%1,352合計

9.6%(  49)456小計7.5%( 117)447小計12.2%369小計

1.7%(  27)81照明器具1.3%(   3)80カラーテレビ1.8%55バッテリー

1.8%(   0)84デスクマット1.4%(  43)82石油給湯器1.9%57電気こんろ

2.0%(   3)95ＡＣアダプター1.5%(  61)88電気こんろ2.5%76ガスふろがま

2.0%(  18)96自転車1.6%(   5)96ガスふろがま2.9%88ゆたんぽ

2.1%(   1)100カイロ1.7%(   5)101配線器具3.1%93石油給湯器

18.5%( 272)884小計35.6%( 194)2,137小計32.4%983小計

2.4%(  66)115石油ストーブ3.0%(   5)178電気衣類乾燥機3.2%97配線器具

2.8%(  42)134石油給湯器3.4%(  46)202石油ストーブ4.0%121四輪自動車

2.9%(   3)140ノートパソコン5.4%(  39)326電気ストーブ6.3%191石油ストーブ

5.0%(  57)237電気ストーブ7.1%(  66)428ガスこんろ6.4%195電気ストーブ

5.4%( 104)258ガスこんろ16.7%(  38)1,003デスクマット12.5%379ガスこんろ

割合%件数品目割合%件数品目割合%件数品目

(事故情報収集件数 4,763件)(事故情報収集件数 6,007件)(事故情報収集件数 3,043件)

平成20年度平成19年度平成18年度

年度別に事故収集件数が多かった10品目

平成２１年１１月１日現在
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事故情報調査結果１

「製品に起因する事故」の多い５品目

重大製品事故とは、経済産業省に報告された重大製品事故情報のうち、経済産業省が製品に起因する事故及び原因不明であると判断し
たものであり、非重大製品事故とは、それ以外のものです。

品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合% 品目名 件数 割合%

ゆたんぽ 85 9.9% デスクマット 965 38.2% 電気こんろ 55 10.4% ノートパソコン 121 11.0% 電気こんろ 27 14.8%

石油給湯器 66 7.7% 電気衣類乾燥機 173 6.8% 石油給湯器 29 5.5% カイロ 95 8.6% 電子レンジ 17 9.3%

いす 48 5.6% 電気ストーブ 158 6.2% 扇風機 29 5.5% 石油給湯器 85 7.7% 扇風機 9 4.9%

電気ストーブ 47 5.5% 電気こんろ 67 2.6% エアコン 26 4.9% ＡＣアダプター 84 7.6%
石油給湯機
付ふろがま

9 4.9%

ガスふろがま 45 5.2% カラーテレビ 67 2.6% 電気ストーブ 20 3.8% デスクマット 73 6.6% 電気冷蔵庫 9 4.9%

合計 291 33.9% 合計 1430 56.4% 合計 159 30.1% 合計 458 41.5% 合計 71 38.8%

非重大製品事故 (2,529件) 重大製品事故 ( 528件) 非重大製品事故 (1,103件) 重大製品事故 ( 182件)

平成18年度 平成19年度 平成20年度

( 859件) (3,057件) (1,285件)

平成２１年１１月１日現在
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事故情報調査結果２

「誤使用や不注意による事故」の多い５品目

41.7%145合計51.9%621合計59.1%624合計

2.3%8石油ふろがま1.9%23石油ふろがま3.1%33石油ふろがま

2.6%9ガスふろがま2.3%27まきふろがま3.8%40四輪自動車

3.2%11ガス栓6.7%80電気ストーブ6.9%73電気ストーブ

5.2%18石油ストーブ11.4%136石油ストーブ13.4%141石油ストーブ

28.4%99ガスこんろ29.6%355ガスこんろ31.9%337ガスこんろ

割合%件数品目割合%件数品目割合%件数品目

平成20年度
( 348件)

平成19年度
( 1,198件)

平成18年度
( 1,056件)

平成２１年１１月１日現在
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社告・リコール情報収集件数

0

20

40

60

80

100

120

家庭用

電気製品

台所･食卓

用品

燃焼器具 家具･住宅

用品

乗物･乗物

用品

身の

まわり品

保健衛生

用品

レジャー

用品

乳幼児

用品

繊維製品 その他

件 平成18年度 平成19年度 平成20年度

合計：平成18年度190件

　　　　平成19年度200件

　　　　平成20年度201件

表に示す件数は、平成２１年３月３１日までにＮＩＴＥが収集した件数であり、再社告・リコール件数を含みます。

詳細については、社告・リコールの検索：http://www.jiko.nite.go.jp/php/shakoku/search/index.php
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プレス発表

・平成21年3月31日

経年劣化による製品事故防止

・平成21年2月13日

ハロゲンヒーター（電気ストーブ）による事
故防止について

・平成20年12月18日

冬場の製品による事故防止について

・平成20年11月19日

電気こんろ（スイッチのつまみが飛び出した
構造のもの）による火災事故防止について

・平成20年10月 7日

「カセットこんろ」爆発事故防止について

・平成20年 8月25日

主婦連合会とNITEによる社会人のための製
品安全に関する講座の開催について

・平成20年 7月10日

視力補正を目的としないカラーコンタクトレン
ズに関する調査結果について

・平成20年 4月23日

サンダルのエスカレーター巻き込まれ事故に
関する調査結果について

・平成20年 4月 7日

「製品事故から身を守るために＜身・守りハン
ドブック＞」の発行について

・平成20年 4月 4日

ハンドル形電動車いすの安全性調査結果につ
いて

詳細は、 製品安全プレスリリース：http://www.nite.go.jp/jiko/press/index.html
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平成２１年度の活動

平成２１年度事故情報収集状況
経年劣化対策の強化について
注意喚起プレス発表
ホームページによる公表
製品安全情報ﾏｶﾞｼﾞﾝ配信登録のお願い
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平成２１年１１月１日現在
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平成２１年４月経年劣化対策室を新設し、これまでに収集した事故情報について、経年劣
化に起因し、又は起因すると疑われる事故から劣化しやすい部品及び材料の種類を分
析・調査しています。

事故情報ＤＢ
データ数

約２万７千件
平成８年４月～

平成２１年９月末現在

石油給湯機、石油ふろがま亀裂、油漏れ、ひび割れ送油ゴム管13

ブラウン管テレビ、電子レンジはんだクラック、過電流基板11

ガスふろがま、ガス給湯器水漏れ、腐食、穴、亀裂、詰まり、付着、錆熱交換器7

扇風機、換気扇過熱、絶縁低下、摩擦増加モーター3

ブラウン管テレビはんだ割れ、レイヤショート、亀裂、絶縁低下フライバックトランス2

ヘヤードライヤー、電気こたつ短絡、トラッキング、断線、半断線電源コード4

電気冷蔵庫、電気カーペット摩耗、溶着リレー5

照明器具レイヤショート、絶縁低下安定器6

まきふろがま、石油ふろがま腐食、亀裂、衝撃、穴あき、詰まり、破損煙突8

石油給湯機過熱、燃料もれ比例弁付電磁ポンプ9

電子レンジクラック、スパーク、短絡、過電流、発熱ダイオードブリッジ10

速結端子短絡、発熱、漏電屋内配線12

配線器具トラッキングコンセント14

カメラ発熱、溶融、過電流、変形トランジスタ15

扇風機、ブラウン管テレビ、照
明器具

電解液漏れ、短絡、ドライアップ、容量低下コンデンサ1
主な製品主な故障モード部品名No.

経年劣化対策の強化について

事故情報ＤＢ：http://www.jiko.nite.go.jp/php/jiko/search/index.php
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注意喚起プレス発表事例

平成21年6月24日
・ブラウン管テレビの経年劣化による事故防止について（注意喚起）

平成21年7月29日
・IHこんろ（電磁調理器）及びガスこんろによる事故の防止について(注意喚起)
・洗って何度も使用するストロー付きペットボトルキャップについて(注意喚起)

平成21年9月3日
・調理中の突然沸騰（突沸）による事故の防止について（注意喚起）

平成21年10月14日
・自転車による製品事故の防止について（注意喚起）

詳細は、 製品安全プレスリリース：http://www.nite.go.jp/jiko/press/index.html
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プレス発表～ブラウン管テレビ①

３０件ガス給湯器

３３件石油給湯器

５５件ふろがま

６２件扇風機

１０５件ブラウン管テレビ

経年劣化による事故が多かった品
目

ブラウン管テレビの経年劣化（６月２４日）

注意喚起の背景
ＮＩＴＥ事故情報データベース（※) 中、経年劣化が事故原因と推定される事故情報件数
は６９８件。製品別にみると、特にブラウン管テレビの経年劣化と推定される事故情報
が多く約１５％を占めています。 （※ 平成２１年５月１９日現在、平成８～２０年度までに調査を終了した重大製品事故情報・非重

大製品事故情報２５,３２２件を格納）

ブラウン管テレビの経年劣化による事故防止について（注意喚起）
http://www.nite.go.jp/jiko/press/prs090624.html

長期使用（約２０年以上）により、フライバックトランスが絶縁不良
となり発火したことの再現実験
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プレス発表～加熱中の突沸

調理中に飲み物などが突然沸騰（突沸）する事故が平成１８年４月～２１年８月まで
に１６件（※１）ありました。突沸による事故は、電子レンジ、ＩＨこんろ及びガスこんろなど
で加熱中あるいは加熱後に発生しており、最近７月にもＩＨこんろで湯を沸かしていた
ところ、突沸が発生して重傷を負う事故が起こっています。

家庭において電子レンジ、ＩＨこんろ、ガスこんろなどの使用頻度は極めて高いこと
から、実際には多くの突沸事故が発生している可能性がありますが、突沸を起こす原
因は家庭において、あまり知られていないことから、突沸による事故防止のため注意
喚起することとしました。（※１）平成２１年８月２５日現在、重複、対象外情報を除いた件数。

事故未然防止に向けた情報提供（９月３日）

「突沸」とは？
液体を加熱すると沸点（水の場合は１００℃）を超えても、沸騰
を起こさない場合があり、これを過加熱状態といいます。過加
熱状態にある液体に振動などの衝撃が加わると、突然激しく
沸騰が起こります。この現象を「突沸」といいます。

動画
調理中の突然沸騰（突沸）による事故の防止について（注意喚起）
http://www.nite.go.jp/jiko/press/prs090903.html
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プレス発表～自転車

ＮＩＴＥが公表している自転車の製品事
故のうち「製品に起因しない事故」と「事
故原因が判明しない事故」を合計すると
死亡が１５件、重傷が６５件と重篤な事
故が多くなっています。使用者が日常
的に点検を行ったり、スポーク、ホーク
への異物の巻き込みをしないなど、正し
く使用すれば防げたと考えられる事故
が多くあることから、通知された製品事
故の中から、使用者が日常的に自転車
の点検を行う必要のある項目をとりまと
め、事故防止のために注意喚起するこ
ととしました。

事故未然防止に向けた情報提供（１０月１４日）

注意喚起ポスター

動画傘の巻き込み

自転車による製品事故の防止について（注意喚起）
http://www.nite.go.jp/jiko/press/prs091014.html
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ホームページによる公表 ちらし

・注意喚起ちらし
http://www.nite.go.jp/jiko/chirashi/chirashi.html
事故情報の中から、実際に起こった事故事例と事故防止のポイントをわか
りやすく説明したちらしです。ご自由に利用してください。

こんな事故にもご用心(3)
・加熱による『突沸』の

事故
・電子レンジの発火

など

リコールなど注意を呼びかけています(3)こんな事故にもご用心(3)

こんな事故にもご用心(3)
・ドラム式洗濯乾燥機

など
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ホームページによる公表 ミニポスター

ミニポスター（動画付き）
http://www.nite.go.jp/jiko/poster/poster.html
事故情報の中から、実際に起こった事故事例と事
故防止のポイントをわかりやすく説明したポスター
及び動画です。ご自由に利用してください。

電気こんろによる火災 / IHこんろでの天
ぷら火災/カセットこんろ爆発事故

動画
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製品安全情報ﾏｶﾞｼﾞﾝ（PSﾏｶﾞｼﾞﾝ）配信登録のお願い

バックナンバー
・Vol.108 １０月２８日号「電気ストーブによる事故」
・Vol.107 １０月１４日号「養生シートによる事故」
・Vol.106 ９月３０日号「介護用品による事故」
・Vol.105 ９月１６日号「フードミキサーによる事故」

製品安全情報マガジンのホームページﾞ

最新情報の製品事故情報を隔週水曜日にお手元にお届けします。
最近出された社告・リコール情報を掲載。ご紹介したアドレスをアクセスすると詳しい

リコール情報がご覧いただけます。 お持ちの製品をチェックして、事故の未然防止にご活用く
ださい。。

ご登録方法
配信のご登録は

製品安全情報マガジンの
ホームページﾞから
お申し込み下さい。
アドレス

http://www.nite.go.jp/jiko/psm/
又は、

ＮＩＴＥ＞
生活安全分野GO＞

製品安全・事故情報＞
製品安全情報ﾏｶﾞｼﾞﾝ
のﾍﾟｰｼﾞ
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http://www.jiko.nite.go.jp/http://www.jiko.nite.go.jp/


